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第1章 はじめに
1.は じめに

川南町は、宮崎県のほぼ中央の海岸線に位置し、面積は90,26平方キロメー トルである。本町

は、概ね名貫)|1以南から小丸川左岸の台地の縁辺以北を町域とする。

歴史的環境としては、従来より川南古墳群や東平下周溝墓群、把言田遺跡の間仕切 り住居に

代表されるように、弥生時代から古墳時代にかけての遺跡の集積が著しい地域として知られて

いた。 しかし、近年では、実は縄文時代早期から古い時代の遺跡の集積も著しい地域と知られ

る。そのような中で、諸開発行為と文化財保護 との調整が問題になることもある。

今回の調査は、平成15年度の県営ふるさと農道緊急整備事業切原地区にかかる埋蔵文化財の

発掘調査として、地蔵谷遺跡の調査を宮崎県農政水産部児湯農林振興局の委託金を得て行つた

発掘調査の報告書である。

2.調査の組織 (敬称略)

調 査 主 体

(平成15年度)

(平成16年度)

坂 本 達 也 (～平成15年 12月 )

佐 藤 賢一郎 (平成15年 12月 ～)

杉 本 陽 一

橋 本 正 夫

林   あや子

大 塚 隆 美

岸 本 優 樹

島 岡  武

佐 藤 賢一郎

杉 本 陽 一

伊 藤 康 雄

別 宮  愛

島 岡  武

岸 本 優 樹

・黒木敏男・黒木明子・小吉忠博

藤沢忠正・渕野 トヨ子・松田ハナエ

当

当

担

担

務

査

庶

調

川南町教育委員会

教 育 長

社会教育課長

社会教育課長補佐

社会教育係長

社会教育課 主査

主事

文化施設係長
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教 育 長

文化振興室長

文化振興室長補佐

文化振興室 主事

係長
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河野 学 。河野カヨ子
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庶
　
調

発 掘 作 業 員
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第 2章 調査の記録

1.調査に至る経緯

平成15年 7月 2日 付、文書番号6005-694-1で、文化財保護法第57条の 3第 1項の規定に基づく

「県営ふるさと農道緊急整備事業切原工区の工事に伴 う埋蔵文化財発掘の通知について」の進

達依頼が当教育委員会にあり、宮崎県教育庁文化課埋蔵文化財係による確認調査の結果、遺物

の検出が認められたので、同年7月 14日 付、文書番号108-作50で埋蔵文化財の発掘調査を行 う旨

の通知が児湯農林振興局長宛に通知された。

度重なる協議の結果、児湯農林振興局長と川南町教育委員会との間で、埋蔵文化財発掘調査

に関する委託契約を結び、平成15年 8月 18日 から平成15年 10月 31日 まで、 1回の期間延長を経

て調査を行つた。なお、調査地の概略は以下のとおりである

所 在 地

調 査 原 因

調 査 期 間

調 査 面 積

調査後の処置

宮崎県児湯郡川南町大学川南宇地蔵谷地内

北緯 32度 10分 H.38秒

東経131度 20分05.63秒

平成 15年度 県営ふるさと農道緊急整備事業切原地区

平成 15年 8月 18日 ～平成 15年 10月 31日

実掘面積 400ポ (調査対象面積 400ポ )

工事実施

2.調査地の位置と環境

地蔵谷遺跡は、国光原台地が浸食を受けた「地蔵谷」と呼ばれる谷の左岸台地上にあり、標

高は約60mである、「地蔵谷」の名称の由来は、戦国末期の天正6年 11月 12日 に行われた九州争

覇戦の「高城の戦い (通称耳川合戦)」 の7年後、両軍戦没者供養のために、時の高城地頭山田

信介有信が建立した六地蔵塔に出来するものと考えられる。現在の国指定史跡宗麟原供養塔が

その大地蔵塔であるが、地蔵谷遺跡 とは谷を挟んでちょうど対岸の台地上に位置する。地蔵谷

遺跡のすぐ東には、国指定史跡の川南古墳群が広がる。
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第 1図 調査地位置図 (1/25000)
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第 2図 調査地位置図 (1/5000)
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第 3図 調査区配置図S=1/500(工 事図に調査地を落としたもの)
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3.調査の概要

今回の調査は、宮崎県教育庁文化課埋蔵文化財係による確認調査の後、本調査されることに

なったのであるが、当初の予想では、文化層が縄文時代早期 1層の単純遺構等で残存状況はか

なり薄く、比較的単純な遺跡と考えられていたが、実際に調査を開始すると、調査地内で遺構

に粗密がかなりあり、遺構の集積度が高かつた地点では、縄文時代早期の集石遺構が重層的に

検出される状況であつた。

また、調査終了後には切土により工事が施工されることもあり、一部深堀による確認を行つ

たが、後期旧石器時代の礫群を検出した。検出面は、もつとも深いもので、AT直下の黒褐色

土下面で検出され、その年代は概ね 3万年前になると考えられる。

標準土層は、 I層―表土、Ⅱ層―アカホヤ、Ⅲ層一黒色腐植上、Ⅳ層―淡褐色ローム層、

V層 一小林軽石を含む黒褐色土 (上位 白斑ローム)、 Ⅵ層―姶良・丹沢火山灰 (AT)、 Ⅶ層―

黒褐色土 (白 斑ローム)である。以下は路頭観察で、Ⅶ層、Ⅶ層～Ⅷ層の漸移層、Ⅷ層―淡褐

色ローム層、Ⅸ層一霧島大浪イフオコシ (Kr― Iw)で、典型的な川南の台地のパターンで

ある。

今回の調査は、縄文早期の遺構が検出される直上まで重機による表土掘削を一気に行い、遺

構・遺物の検出を行つた。測量は道路座標を基に国土座標系で座標の確認をした。標高は東京

湾平均海水面である。遺構実狽Jに は平板測量を行い、記録画像は 35mmポ ジフィルム・デジ

タルカメラによる写真撮影を行った。集石遺構は単純な構造なものであつたので、俯敵撮影に

よる写真記録に留まった。

4.検出遺構

検出遺構は、縄文時代早期の集石遺構が 10基t旧石器時代の礫群が 3基検出されている。

集石遺構については図版 2～ 3の とお りである。全て掘底を持たない構造で、単純かつ厚みの

ない集石であつた。時間的な制約などもあり、集石遺構の記録については、写真撮影を行った。

集石遺構 1(図版 2-1)グ リンドの差し渡しはlmxlm。 撮影方向は東から。

集石遺構 2(図版 2-2)グ リンドの差し渡しはlmxlm。 撮影方向は北から。

集石遺構 3(図版 2-3)グ リッドの差し渡しはlmxlm。 撮影方向は北から。

集石遺構4(図版 2-4)グ ジッドの差し渡しはlmxl.5m。 撮影方向は北から。

集石遺構 5(図版 2-5)グ ジッドの差し渡しは0.5mXO,5m。 撮影方向は北から。

集石遺構 6(図版 2-6)水 糸の差し渡しは1.5m。 撮影方向は南から。

集石遺構 7(図版 2-7)水 糸の差し渡しは lm× 2m。

撮影方向は南から撮影方向は写真左手を手前にして南から
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集石遺構 8(図版 2-8)集 石 7の北東の集石。

集石遺構 9(図版 3-1)グ リンドの差し渡しは2mX2m

集石遺構10(図版 3-2)グ リンドの差し渡しは lmxlm

全て掘 り込みを持たない集石遺構で、製作過程もわからないものが多い。 しかし、集石遺構

3では、写真上の上半分にあたる部分で意図的に石を積んだ計画性が見られ、集石遺構 6では、

掘 り込みはないものの、集石の中央に大振 りの石を配置して石を積むなどの意図が見受けられ

た。集石に用いた石材は、全て尾鈴山酸性岩類で、熱を受けて赤変したものや度重なる被熱で

割れたものが殆どである。

旧石器時代の礫群の検出層位は、全てAT下位の黒褐色上の下面付近である。ツール等は含

まず、全て尾鈴山酸性岩類で構成される。礫群に関しては、全て取 り上げ、総重量を計涙Jし た。

礫群A(図版 3-3)礫 の総重量は、乾燥重量で 23.03kgで ある。

礫群B(図版 3-4)礫 の総重量は、乾燥重量で 1,98kgで ある。

礫群C(図版 3-5・ 6)礫の総重量は、乾燥重量は9.55kgで ある。

礫群Aは、集積状況は散漫である。礫群 Bは、 30個程度の礫を寄せ集めているが、集積作業

には計画性や規則性は認められない。礫群 Cは、小さなまとまりを持った礫が 3グループ接近

した状況で検出された。この礫群にも規格性や規則性は認められない。

5。 出上遺物

出土遺物の うち、石器類 と認定できたのは、表のとお りである。縄文時代早期は、単純な

集石遺構周辺に遺物が散見される状況で、殆 どが磨石・敲石・台石・石皿である。剥片は認

められるものの、刃器が全く見受けられない。当該時期の上器類も、今回の調査では全く見

受けられなかった。旧石器時代では、ナイフ形石器が 1点検出された。

No 器  種 石 材 縦 横 高 さ 重 さ 時  代

1 環状石斧 (未 ) 尾鈴山酸性岩類 12.0 12.0 3.3 610.8 縄文時代早期

2 横長剥片 無斑晶流紋岩 5.4 不 明

3 剥片 無斑晶流紋岩 16.1 縄文時代早期

4 磨石 砂岩 15.3 9.5 3.5 783.7 ″

Ｅ
υ ナイフ形石器 無斑晶流紋岩 37.2 旧石器時代

盗
∪ 台石 砂 岩 14.7 9.0 3.7 859.4 縄文時代早期
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No 器 種 石  材 縦 横 高 さ 重 さ 時 代

剥片 無斑晶流紋岩 23.5 縄文時代早期

8 剥片 無斑晶流紋岩 17.4

（
υ 磨石 砂 岩 11.3 5.4 3.3 321.3

10 敲石 砂 岩 8.3 7.3 4.0 476.2

磨石 尾鈴山酸性岩類 14.0 11.5 5.2 1,551.8

12 剥片 流紋岩 2.4

13 台 石 砂岩 21.9 17.4 6.3 3,600

14 石 皿 尾鈴山酸性岩類 25.0 12.8 9.6 5,200

15 台 石 尾鈴山酸性岩類 31.7 14.5 9.5 7,400

16 敲石 砂 岩 6.1 4.8 3.9 151.3

台石 砂岩 16.7 12.0 5.0 1,724.3

18 砥 石 砂 岩 6.5 5.2 1.0 60.6

∩
Ｖ 磨石 (割 ) 砂 岩 336.1

20 石皿 (割 ) 砂岩 474.1

21 敲石 (割 ) 砂岩 198.7

22 小型石皿 砂 岩
，

′
η
′ 6.6 2.2 158 3

23 台 石 砂 岩 15.2
〔
υ

７
′ 340.2

Л
■

０
４ 磨敲石 砂 岩 11.5 8。 9 5.7 672.0

25 磨石 砂岩
Ｅ
υ

〔
υ 7.6 2.0 209.9

26 磨石 砂岩 7.0 5,8 3.6 233.0

７
′

０
と 敲石 (割 ) 砂 岩 11.5 482.5

28 磨敲石 (割 ) 砂岩 142.0

∩
Ｖ

●
４ 小型石皿 (割 ) 砂 岩 499.0 ″

30 石 皿 尾鈴山酸性岩類 12.5 10.7 2.8 156.9

31 小型石皿 砂岩 10.3 8.7 3.0 457.7

32 原歴 ホルンフエルス 17.7 16.3 7.0 2,896.0

33 原礫 ホルンフエルス 938.4

34 残核 ホルンフエルス 9.6 5.9 3.5 228.6

35 石 皿 尾鈴山酸性岩類 38.0 19.5 18.0 18,900

36 台石 (割 ) 砂岩 31.0 21.0 14.5 12,400

*表中の度量衡単位は、縦 E横 日高が cm、 重量は全てグラムである。

*欠損のあつたものについては、全長等が不明なため、重量のみ記載した。
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6.ま と め

今回の発掘調査は、今まで知られていなかった地蔵谷遺跡の一部分を垣間見ることができた。

遺跡が営まれていた時代は、後期旧石器時代前半と縄文時代早期が中心となる。後期旧石器時

代前半の礫群については,本町の後牟田遺跡をはじめ、宮崎・鹿児島両県下で大規模に行われ

ている東九州自動車道新設に伴 う埋蔵文化財発掘調査で類例が多く見られている。今のところ

の傾向では、 lm以内のまとまりを持ち、数十個の礫を集積した礫群が多いようである。今回

の調査では、旧石器時代の礫群に伴 う石器類が同時代の調査面積の関係もあり、明らかとはな

らなかった。 しかし、周辺遺跡の発掘調査成果から、当時の地蔵谷人は、比較的温暖であつた

と考えられる当時の環境の中で、磨石・敲石 。石皿・台石を主体とした刃器を殆ど伴わない状

況で、植物質主体 (少なくとも、刃器を多用する必要がなかった)の食生活をしていたのでは

ないかと思われる。
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図版 1

調査前風景 南より

調査区出土状況 南より



図版 2
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図版 3
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図版 4
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